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｜編集｜高坂玲子（enoco 企画部門）
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｜イラスト（エノケン、似顔絵）｜タダユキヒロ
｜アートディレクション｜後藤哲也（OOO Projects）
｜デザイン｜小池一馬（OOO Projects）

「enocoニュースレター」は、enocoが年４回発行する情報誌（2017年度は
13号14号を合併号とし、年3回の発行）。enocoで起こっていることや、
enocoにかかわる人々が日々考えていることをお伝えしていきます。

アートやデザインの創造力で、都市を元気にすることを目指し2012年4月にオープン。展示
室や多目的室のレンタル事業を行うほか、企画展や公演、セミナー・ワークショップなどを
開催し、クリエイティブな人や情報が行き交うプラットフォームとなることを目指しています。

〒550-0006　大阪市西区江之子島2丁目1番34号
開館時間：10:00～21:00（ただし展示室は催しによりオープン時間が異なります）
月曜・年末年始休館
電　話　06-6441-8050｜FAX：06-6441-8151
メール　art@enokojima-art.jp

www.enokojima-art.jp

[アクセス] 
大阪市営地下鉄千日前線・中央線「阿波座駅」下車、
8番出口から西へ約150ｍ。徒歩約3分。

大阪府立江之子島文化芸術創造センター[enoco]
Enokojima Art, Culture and Creative Center, Osaka 
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cafe talk_13
13.14合併号の制作に関わったクリエイターと、enocoスタッフによるカフェトーク。

enoco同様、新たな展開を図る節目を迎えているお二人です。

前田 健治さん（右）アートディレクター /デザイナー
1984年２月大阪生まれ、京都育ち。ZOOMDESIGN退職後、2012年
にmémを設立。コンセプトワークからブランディング・グラフィックデザ
イン・デジタル分野まで、さまざまな領域でのデザインを手がける。
www.m-e-m.jp

衣笠 名津美さん（左）写真家　
1989年生まれ、兵庫県在住。写真館に勤務後、独立。ドキュメ
ントを中心に、デザイン、美術、雑誌等の撮影を行う。どこでも出張
家族撮影を行うスーパー写真館衣笠としても活動中。
kinugasanatsumi.tumblr.com
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クルーズにも同行いただきましたが、いかがでしたか？
大阪は「キタ」や「ミナミ」などのイメージで語られることも
多いと思いますが、改めて船で川を巡ると、大阪の街のいろ
んなレイヤーが見えてきますね。
実は「御舟かもめ」は2度目なんです。けど、前とは違うルート
でのクルーズだったので新鮮でした。
前田さんは西区内に事務所があるご近所さんなのに、5周年
フォーラム「創造のテーブル」のフライヤーが初めてのお仕事で
した。今回もその時のデザインを活かしていただきました。
どちらも言葉やenocoの事業内容からイメージをすくいあげ
ていきました。「ネットワーク」は連鎖していくようなイメージ、
「教育」は学んだことが内面からにじみ出てくるようなイメー
ジなど。ただ、最近事務所を浪速区に移したので、ご近所さ
んではなくなってしまいましたが。
少し残念ですが、新天地も楽しみですね。衣笠さんは兵庫
在住ですが、大阪・京都でのお仕事も多いとか。
そうなんです。でも「お笑い芸人さんを撮る仕事をしたい」と
いう密かな夢があって、大阪に引っ越したいんです！
今回もスタッフのいい表情を撮っていただきました。夢の実現
を楽しみにしています！

ニノーバルコーヒー江之子島店
enoco地下1階　

営業時間：11:00-18:30

（月曜定休）

3月より、ニノーバルはトーストとコーヒーの専門店としてリニューアルオープンいた

しました。トーストもコーヒーも全て自家製、自家焙煎。店内で作っており、お持ち帰

り用の販売も行っております。季節限定メニューも考えているので、どうぞお楽しみ

に！また、テイクアウトも出来るので、ちょっと一息にぜひご利用くださいませ。
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各イベントの詳細・申し込み方法はホームページをご覧ください。　www.enokojima-art.jp

[2017年度の具体的事業]

enocoも6年目に突入しました。館の運営を担う指定管理者を
選ぶプロポーザルを経て、2017年度からの5年間も、また私た
ちが携わることになりました。引き続きBe Creative!の精神で、
幅広い年代の府民の皆さまや、様 な々ジャンルのクリエイター
が豊かな創造力を発揮できる場となるよう、スタッフ一同努力
してまいりますので、引き続きどうぞ宜しくお願いいたします。
私たちは、これからの5年間を見通すキーワードとして、「ネット
ワーク」、「教育」、そして「プラットフォーム」を掲げて、様 な々活
動に取り組んでいきます。

ネットワーク　これまでも様 な々クリエイターや行政機関と
連携してきましたが、今後は関西圏の文化関係機関との連携
を高め、互いに課題を共有しながら、関西全体の文化シーン
を高めていくようなプロジェクトを実施していきます。また、アジ
アのクリエイティブ・シーンとのネットワークも、広げていきたい
と考えています。

教育　enocoの新機軸です。より幅広く府民の皆さまに
enocoを活用いただけるよう、様 な々テーマを設定した講座を
開講していきます。enocoの人脈を活かして魅力的な講師を迎
え、単に学んで終わりではなく、学んだ成果を社会に還元でき
るような、そんな場づくりにも合わせて取り組んでいきます。

プラットフォーム　これまでも多様なステークホルダーが同
じ土俵の上で議論を重ね、地域や社会の課題にクリエイティ
ブに取り組んでいくための仕組みづくりとして、プラットフォーム
形成支援事業に力を入れてきましたが、最近は数多くの相談
が持ち込まれるようになってきました。これからもより多くの人
が、まちづくりや地域活動に主体的に参加していけるよう、
enoco独自のアプローチでサポートしていきます。

2017年度のenoco えのこdeマルシェvol.10
おとなの夜市

大学間連携2017
学生提案募集

○ 領域横断型文化フォーラム（「創造のテーブル」）
○ クリエイター交流会
○ えのこじま凸凹ラジオを活用した情報発信

ネットワーク

○ enocoの学校
○ タチョナ×enoco（子ども・親子向けワークショップ）
○ アーティスト・サポート・プログラムenoco[study?]
○ クリエイティブな講座プログラム

教育

○ eno so done!（相談窓口の設置、フォーラム開催）
○ Public Re-Design 

プラットフォーム

○ えのこdeマルシェ
○ 木津川遊歩空間（トコトコダンダン）の活用サポート

地域との連携

○ エントランス・カフェエリア等館内スペースのリニューアル
○ クリエイティブオフィスの運営　など

その他

○ 大阪府20世紀美術コレクション展
○ 大阪新美術館建設準備室との連携
○ エントランス展示

「これから」のイベント情報
coming events

「大阪府20世紀美術コレクション」の活用

大学の枠をこえた共通課題への取組みを通して、大学間の
横断的な活動の機会を提供するとともに、学生の柔軟で新し
い思考を地域や企業、行政等の課題に活かすプラットフォー
ムの形成を目指す「大学間連携」。
昨年度は「滞在を考える」をテーマに観光や定住促進のため
の提案を大学生・大学院生から募集し、10大学22チームか
らの多様な提案が集まりました。
今年度は「WELLNESS LIFESTYLE 社会を変えるアイデアを
共に紡ごう。」をテーマに公募を行います。
分野を問わず社会を変える新しいアイデアを募集し、提案の
社会実現に向けて本気で検討します。沢山のアイデアをお待
ちしています！

ー
大学間連携2017
テーマ「WELLNESS LIFESTYLE 社会を変えるアイデアを共
に紡ごう。」
　応募資格
○大阪・関西を魅力的にしたい大学院生（個人・グループ・
ゼミ・研究室単位）
○大阪に関する提案を行うこと
　募集する分野の例
○ウェルネスアーバンデザイン
　（建築/土木・交通/ランドスケープ等）
○ウェルネスソーシャルデザイン
　（健康・医療に関するシステム/食や農に関する仕組み等）
○ウェルネスプロダクトデザイン
　（インクルーシブデザインプロダクト/介護・医療ロボ等）

※応募方法や募集詳細は、enocoWebサイトをご覧ください。

06 07

春・夏・秋・冬と季節ごとに開催している「えのこdeマルシェ」。
夏のマルシェは毎年大好評の夜に開催！テーマは“おとなの
夜市”です。
クラフトビールや美味しいご飯やアイスなど、夏夜に食べたく
なるお店が盛りだくさん。大人だけでなく子どものみなさんに
も楽しんでいただけるように、ゲーム屋台や占いのお店もあり
ますよ。夏の風物詩、夜の「えのこdeマルシェ」にご家族やご
友人と一緒にご参加ください。

ー
えのこdeマルシェvol.10　
おとなの夜市
　日時 2017年8月26日（土）16:00-21:00
　会場 enoco駐車場、ほか
入場無料/小雨決行（荒天中止）

[出店店舗・募集します]
8月の「えのこdeマルシェ」に出店いただけるクリエイターを募
集します。8月のテーマ”おとなの夜市”にちなんだ飲食・雑貨・
ワークショップなどたくさんのご応募をお待ちしております。応
募詳細は、後日enoco Webサイトにて情報公開しますので
チェックしてください。
　募集店舗 飲食店・雑貨店・ワークショップなど
　募集数  20店舗
　条件  出店料500円、書類審査あり、飲食店舗 
  は営業許可書等の提出が必要となります。 
  その他応募要項はenocoWebサイトをご 
  確認ください。



エキシビションカレンダー　2017 年 6 月 - 9 月

くわしくはホームページをご覧ください　http://www.enokojima-art.jp/

展覧会 & イベントレビュー
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会期

6（火） - 11（日）

9（金） - 25（日）

4（火） - 9（日）

11（火） - 16（日）

11（火） - 16（日）

11（火） - 16（日）

18（火） - 23（日）

25（火） - 30（日）

※展覧会の予定はありません

5（火） - 10（日）

12（火） - 17（日）

12（火） - 17（日）

19（火） - 24（日）

26（火） - 10/1（日）

26（火） - 10/1（日）

月 展覧会名

２６ Tsukushi 〈season２-1〉

須田剋太『街道をゆく』挿絵原画 -韓国・中国のみちをゆく-

第６９回 創造展受賞者作家展

大阪成蹊大学美術コース表現教育コース３年生展

大阪浪漫倶楽部 vol.1

SO！朱杏会

大阪二紀展

第1３回 大阪独立作家展

第５０回 ハチの会作品展

門前秋良展

コクヨ水陽会展

FoTo SQUARE

吉田脩二 井上和雄 それぞれの個展

第３２回  新具象展

ルーム

［ルーム4］

［ルーム1］

［ルーム2］

［ルーム1,2］

［ルーム3］

［ルーム4］

［ルーム1,2,3］

［ルーム4］

［ルーム2,3］

［ルーム2］

［ルーム3］

［ルーム2］

［ルーム1］

［ルーム4(A)］

enoco[study?]#4 展覧会

冬木遼太郎
『A NEGATIVE EVAGINATE』
（2017年3月11日～3月26日）

会　期 ｜ 2017年6月9日(金)～6月25日(日)　11:00-19:00
　　　　※月曜休館　※最終日(6月25日)のみ11:00-16:00

会　場 ｜ enoco 4F ルーム1　入場料 ｜ 無料
主　催 ｜ 大阪府立江之子島文化芸術創造センター

大阪府20世紀美術コレクション
須田剋太『街道をゆく』挿絵原画 -韓国・中国のみちをゆく-

　enoco[study]#4にて、冬木遼太郎はワークショップやリ
サーチを続けるなかで、労働などさまざまな場面で発露し変
化する人間の感情を観察した。そして特に社会生活のなか
で起こりうるネガティブな感情をどのように転換させるのか
に注目し、その方法を考え、結果として発表したのが《感情
的分岐点》と題された今回の作品である。展示室には、レ
バーを巨大化したハンド・ジューサーが設置された。この
ジューサーを使用できるのは、基本的にはenocoで働く人た
ちのみで、かつ怒りなど何らかのネガティブな感情を抱えた
時だけレバーを押すことができる。いわばストレス発散装置
とも言えるが、各人各様の感情は力となってレバーに伝わり、
オレンジを搾り、ジュースができる。そして爽やかなオレンジ
の香りとともにジュースを飲んだだろう一連の経験は、行為
がなされた状況から読み取るほかない。来館者も希望すれ
ばジュースを搾り、飲むことが可能だが、必ずしもそれは推奨
されてはいない。果汁を搾り取られ、さまざまなかたちに変形
したオレンジも館内各所に置いてあったが、こうした状況か
ら行為とそのなかで変化する感情の流れを想像すること、タ
イトルに倣えば感情の分岐する時点を想像することがこの
作品の肝要な部分であるように思った。実際のところ、どこ
で他人の感情が分岐するかなどはっきりとわかるはずもな
いのだが、しかし冬木はそれを問いかける。
　オレンジジュースはどんな味がしただろうか？大根を怒り
ながらすりおろすと辛くなるという。無理に力をかけて大根
をすると、繊維が壊れて辛みを増すのが理由だが、オレンジ
はどうなのだろう？同じ料理でも、その時の感情によって味
は変化する。水にやさしい言葉をかけるときれいな結晶がで
き、悪い言葉をかけると汚い結晶ができるというような科学
的根拠のない話もあるが、人間の感情と行為、物質と感覚
をめぐる問いはまだまだ尽きることがない。

奥村一郎
和歌山県立近代美術館学芸員。近年関わった展覧会に「森のなかで：
内山りゅう/押江千衣子/栗田宏一/高木正勝/銅金裕司/戸谷成雄」
（2007）、「なつやすみの美術館「みること」「うつすこと」」（2011）、「生
誕120年記念　石垣栄太郎展」（2013）、特集「光について」（2015）、
「恩地孝四郎展」（2016）など。市民と協働したプロジェクトに「鈴木昭
男：点音 in 和歌山 2005」、およびその10周年を記念した「鈴木昭男+
梅田哲也：点音 in 和歌山 2015」など。

展示風景  ｜  写真：出地瑠以

リサーチの様子

時間

11-19(日曜11-16)

11-19（最終日のみ11-16）

10-19(日曜10-16)

11-18(日曜11-16)

10-20(日曜10-16)

10-18(日曜10-15:30)

10-20(日曜10-16)

11-19(日曜11-15)

10-18(日曜10-16)

未定

11-19(日曜11-16)

未定

11-18(日曜11-16)

未定
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reviewexhibition calendar
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1971年から25年にわたって「週刊朝日」で連載された司馬遼太郎

著『街道をゆく』。須田剋太は連載開始から1990年までの約20

年間、『街道をゆく』の挿絵を担当しました。大阪府では1990年

に須田氏から寄贈を受け、『街道をゆく』挿絵原画1861点を

所蔵しています。

今回はその中から、韓国、中国を巡った6つの章を中心に、初期

のモノクロームで描かれた作品から、グワッシュ(不透明水彩)で

色彩豊かに描かれた作品まで、およそ60点をご覧いただけます。
須田剋太《鎮海港より寧波港へ向かうジャンク》1981年
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開館5周年を記念して、これまでの総括と次の5年間を展望
する、enoco史上最大規模のフォーラムを開催しました。パ
フォーミングアーツ（大谷燠×大澤苑美）、デザイン（服部滋
樹×西村佳哲）、アート（寺浦薫×西野達）、そしてアーバン
デザイン（泉英明×岩瀬諒子）の4つのジャンルについて、
関西圏を拠点とするクリエイターと、全国的に注目を集める
活動を展開するキーパーソンとの対談を重ねることで、ジャ
ンルと地域性の両面から、現在のクリエイティブシーンを立
体的に展望しようという試みでした。全部聴講すると６時間
という長丁場でしたが、ゲストの豪華さもあって100名を超
える多くの方にお越しいただき、最後まで緊張感が途切れる
ことなく、笑いも交えながら真剣な対話が紡がれていきまし
た。大澤さんの青森県八戸市で行政が仕掛けるアートによ
るコミュニティ活性化の試みや、西村さんによる徳島県神山
町における場のデザインのお話からは地方と都市との比
較、そして西野さんのパブリックスペースでのアート活動から
は海外と日本の違い、そして東京の若手建築家として大阪

の水辺空間整備に取り組んできた岩瀬さんが語る多くの気
づきなど、様 な々角度から大阪、そして関西圏の文化的状況
が浮き彫りになっていきました。最後は登壇者全員にenoco
の甲賀雅章と忽那裕樹が加わってパネルディスカッション
を行い、共通する話題としてプロセスの大切さや、多様な
人々が加わったり、第３者に継承することができるような仕
組みづくりの重要性などが議論されました。各ジャンルの活
動の意味を客観的に測定する意味でも、このような領域を
横断する議論の機会は重要との意見もいただきました。
enocoでは、今後も継続してこのような機会を設けていきた
いと思います。
また、フォーラム終了後はenocoの開館5周年を祝うパー
ティへと場面を転換し、enocoスタッフによる趣向を凝らし
た（？）サービスを楽しんで頂きつつ、ゲストを囲んで閉館時
間まで、活発な対話が途切れることなく続きました。

高岡伸一／enoco企画部門

開館5周年記念フォーラム　「創造のテーブル2017ー大阪と創造の対話」
2017年3月25日（土）13:00～19:00　enoco 4階ルーム1

2017年3月に大阪国際がんセンター（旧成人病センター）が
大阪市中央区大手前に移転・開院するのに伴い、病院内で
の美術作品展示の監修を行いました。
病院には患者さんやお見舞いの方、病院で勤務する方など
様 な々方がいて、患者さんは病気と闘う中で不安や葛藤で
心情が常に変化すると思われます。また、お見舞いに来られ
る方や病院で勤務されている方たちは患者さんに寄り添っ
て、患者さんとともに病気と闘っています。そういった心情や
行動に寄り添うアートを展開したいと思い、コンセプトは
“様 に々変化する心情と行動に寄り添うアート”としました。
院内には大阪府所蔵の「大阪府20世紀美術コレクション」
から関西ゆかりの作家の作品など約130点を選定し、展示し
ています。地下1階から3階までは一般の方も入れますので、
ぜひこの機会に大阪府のコレクションをご覧いただければと
思います。
▷大阪国際がんセンター：大阪市中央区大手前3-1-69（地
下鉄谷町四丁目駅 徒歩1分）

石塚育代／enocoプラットフォーム部門 

子供たちが「大人のためのワークショップ」を企画する、という
本プログラム。〈企画〉とは何か？という話からスタートし、ワー
クショップの企画、広報物の作成まで子供たちが手がけまし
た。企画されたワークショップは、企画会議のメンバーが講
師となって3月25日に実施。当日までヒミツにされていたその
内容は、参加者である大人たちに一日子供の立場となっても
らい、講師から出される無理難題(寸劇、ポスター作成、ダン
ス)をこなしていくという参加者にとって過酷な側面もある、い
ままでにないワークショップとなりました。
この「ヒミツのこども企画会議」は、大人と子供の関係性を双
方から見つめ直すこと、そして、子供が大人の保護のもとにあ
るという関係性をどう脱出できるのか、ということを課題に企
画されました。本事業のレポートは、enoco Webサイトのス
タッフブログに掲載しています。そちらも是非合わせてご覧く
ださい。

高橋真理子／enoco企画部門

「これまで」のイベント情報
2017.Feb - May

past events

タチョナ×enoco企画 「ヒミツのこども企画会議」
会議／2017年2月4日、2月18日、3月4日(全3回)、大人のためのワークショップ／2017年3月25日

大阪国際がんセンターでの大阪府20世紀美術コレクション活用



高橋 真理子
enoco企画部門

大谷 燠
NPO法人DANCE BOXエグゼクティブディレクター。神戸アートビレッジセンター館長。
大阪生まれ。1996年に大阪でDANCE BOXを立ち上げ、多数のコンテンポラリーダンスの公演、ワークショップをプロデュー
ス。2009年4月、神戸・新長田に拠点を移し、劇場≪ArtTheater dB 神戸≫をオープン。新進の振付家・ダンサー・制作者を
育成する「国内ダンス留学@神戸」や、「KOBE-Asia Contemporary Dance Festival」など国際交流事業のほか、アートによる
まちづくり事業も多数行う。2015年KOBE ART AWARD受賞。神戸大学、近畿大学非常勤講師。

米田 雅明
オン・ザ・ブックス店長

青
空
の
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る
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沌
に
身
を
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enoco地下1階の古書店、オン・ザ・ブックス
米田店長によるブックレビュー。アートブック・
写真集・デザイン・建築・ファッションからマン
ガ・音楽・映画・オカルトまで、多彩なライン
ナップの中から、今の気分をあらわす1冊を
ご紹介いただきます。

1987年から2007年にかけて大阪府が収集した
「大阪府20世紀美術コレクション」。
総数およそ7900点の中から、enocoスタッフの
おすすめ作品を毎号1点ずつご紹介します。

ON THE BOOKS　
営業時間：11:00ー20:00（月曜日定休）
掲載の書籍は店頭・オンラインストアで
販売中　www.on-the-books.info

オン★ザ★レビュー
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 大阪のミナミと呼ばれる道頓堀、心斎橋界隈で生
まれ育った私ですが、子供の頃は西区の方へ遠征
することはあまりありませんでした。enocoが竣工す
る前、元大阪府庁の後にできた大阪府工業奨励館
の附属棟として建てられた現在の建築空間を見た
時、ここが大阪の新しい文化拠点として活動を展
開できれば、これからの大阪文化の可能性を拓く
だろうと思いました。
 そしてenocoが開館して５年がたち、都市の創造性
を引き出し、未来の社会を生き抜くための新しい価
値観の確立をめざして多様な活動を展開されてい
ることを心から応援したいと思います。
 私が活動の中心においているDANCEBOXも昨
年、創立20周年を迎えました。コンテンポラリーダ
ンスを軸に、公演活動、新進芸術家の育成、神戸
市内の小学校でのコミュニケーション教育、地域と
の連携、福祉関連等、多様な事業を展開しています。

1906年に埼玉県に生まれた須田剋太はほぼ独学で洋
画を学び、1941年頃関西へ移り住み、具象絵画の作家と
してその評価を確立しました。しかし1949年頃、長谷川三
郎と出会ったことで抽象表現へと転向、1952年には現代
美術懇談会(ゲンビ)に参加します。その後、具象絵画の制
作も再開し、1971年からは司馬遼太郎による『街道をゆ
く』の挿絵を担当。晩年には、書や陶板の作品を手がける
などその表現手法は多岐に渡ります。
今回ご紹介する《作品》は、須田が抽象絵画を制作の中
心としていた頃の作品です。支持体には、須田が好んで
使用していたドンゴロスという麻袋を開いたものが使わ
れています。ドンゴロスの粗い網目を埋めるように塗り込め
られた土台が独特の絵肌を作り出し、その存在感に圧倒
される作品です。本作品は大阪府庁本館1階に常設展示
されています。開庁日(月～金)であればどなたでもご

覧いただけますので、ぜひ一度ご覧ください。

 

今年のゴールデンウィー
クは、韓国で10日間過ご
した。前半5日はソウルで
チルドレンシアター開設
1周年記念のパレード作
品を日韓共同で制作し、
公演。結果は大好評で
あった。後半は安山市
へ。国際シンポジウムに
ゲストスピーカーとして参加するためである。人口
は静岡市とほぼ同じ約70万人。韓国の計画都市
であり、そのせいか、道路計画や文化芸術施設の
ゾーニングなど、実に機能的に都市デザインが成
されている。多くの安山市の高校生が命を落とし
た2014年のフェリー転覆事故は記憶にまだ新し
い。あの事故を境に「Ansan Street Arts Festival」
は、その内容を変えていく。特に目立つのは、フェス
ティバルに地元のアーティストや市民を多く参加さ
せていることである。ただトップレベルのパフォー
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通称プガジャ。関西のイベント情報誌です。同じ情報誌の
「ぴあ」は全国誌として有名ですが、このプガジャは関西
のローカル雑誌。1971年から1987年まで続いたようなの
で、ローカル雑誌としてはかなりの人気だったことが伺え
ます。とりあえず適当に手に取った1冊「1982年11月号
“秋の学園祭82”」を見てみます。学園祭の情報がびっし
り。奈良県立医大ではイルカが歌って、大谷女子大では
新野新が講演しています。そして京都大学では「どぶろく
作りは人民の権利」なるイベントが・・さすがです。その他
の号では、紳助竜介の雑談や、セーラー服と機関銃／相
米慎二監督のインタビューなど、なかなか面白い内容で
す。でも全く今必要じゃない情報！でもそれがいいんです！
ノスタルジーに浸るもよし、当時の文化を調べるもよし。
enocoニュースレターも30年後にはいろんな感動がある
んだろうな～。

マンスを見せるだけでな
く、一体となって創ってい
く。Artは都市の魅力を高
め、日々の暮らしに欠かせ
ないものである。その意図
がはっきりと伝わってくる。
今回のシンポジウムも、
Street Artsの役割を広く問
いかけるモノであり、その

Impact（社会成果）を共有化するものであった。私
は芸術文化創造都市に必要な要素とフェスティ
バルの役割について語った。多くの質問が寄せら
れたが、彼らの一番の関心事は「どうしたら静岡の
大道芸は26年も続けられるのか？」私はこう答え
た。「Street Artsとフェスティバル開催の意義と成
果目標を明確にし、伝えていくこと。目標達成に向
かって中長期プランを構築し、毎年見直しを図る
こと。」それにしても、ここまで大きなシンポジウムが
ソウルではなく安山市で開催されることに驚いた。
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「ARTやFesが果たす社会的役割。真剣に議論すべき時ですね。」ア
ー
ト
の
航
海
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大阪府20世紀美術コレクション　こ
の
一
点
！

「作品」
須田剋太(1906-1990)

1964年｜189cm×273.5cm｜油彩、ドンゴロス

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

Vol.9 　
～～～～

enocoのひとびと
people

新長田という地域をアートでどのように遊べるのか。
新長田に劇場を移転して8年目になります。この間、
アーティストやダンス関係者に限らず実に多様な人
たちと出会い、時には協働してきました。在日コリア
ン、ベトナムやミャンマーの人たち、漁師さん、ガラス
職人、建築家等々。コンパクトだけど顔が見える関
係が人と人をつなぎ、私たちはとても豊かな生活を
送っています。
 この4月から神戸アートビレッジセンター（KAVC）
の館長の仕事を兼任しています。新長田と新開地。
新開地にはまた異なる魅力が溢れています。このふ
たつだけではなく、enocoやKIITOなど、様 な々文化
施設とネットワークを形成しながら、次世代に継承
できる新しい社会をつくることを考えていきたいと
思っています。
青空の見える混沌に身をゆだねて！

先日、長崎県・対馬に初めて行ってきました。季節はウニ漁真っ最中
で、これまでに食べたこともない大量の生ウニをアツアツのご飯に
のせて口いっぱいに放り込んだ瞬間の幸せだったこと…が、その後
すぐに喉の奥が急激に腫れてしまいウニアレルギーが発覚。美味い
もんはコワい！[企画部門プログラムディレクター 古谷晃一郎]

プレイガイドジャーナル

4月、木津川遊歩空間オープニングセレモニーがありました。アイデアコンペ
に始まり、地元の方たちとのWSを重ね、やっとオープン。当日は曇り空でし
たが、子どもたちは花を植えたり、広場で走り回ったり。「トコトコダンダン」と
いう愛称通り、様 な々ダンダンがあり、好きな場所で好きなように過ごす、多
様な「使いこなし」がある空間です。[プラットフォーム部門 石塚育代]

突然ですが、今年度の目標は屋外映画祭をやってみることです！
できれば芝生なんかが広がった気持ちいい場所で寝転がりながら。
ちょっとbeerも欲しいです。もっとわがまま言えば、キャラメル味のポップ
コーンも…こんな映画が見たい！というリクエストがあれば、濱本まで
お知らせを。[プラットフォーム部門ディレクター 濱本庄太郎]
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トコトコダンダンの会
トコトコダンダンの会は、日常の維持管理やイベントなどを通して、この場所をきれいに、そして楽しく活用していきたいという思いを
持った市民の有志によってつくられた会です。メンバーは随時募集中。みんなで一緒にゆったり楽しく活動していきましょう！

今号の担当者：「トコトコダンダンの会」さん

enocoのある大阪市西区江之子島では、
アートやデザインのちからで、くらしをより楽しむための
文化活動「DECOBOCO（デコボコ）」が行われています。 www.enokojima.info

DE CO
BOCO
NEWS

その他、卓球教室やヨガ教室など定期講座も開催中。くわしくはFacebookページ、
ならびに、えのこじまの情報サイトwww.enokojima.info をご確認ください。

夏休み親子特別企画
楽しく学ぼう狂言‼

和泉流狂言師の小笠原匡さんによる、 夏
休み親子特別企画「楽しく学ぼう狂言！！」
をフラッグスタジオにて開催します。 レク
チャー＆デモンストレーション、体験コー
ナーに公演と、 狂言鑑賞が初めての方でも
楽しんでいただける内容となっています。 
600年の伝統を持つ＂日本最初の喜劇＂で
ある伝統芸能＂狂言＂。 ぜひこの機会に体
験してみてください。
―
日時：8月2日（水）
第1回13:30開演｜第2回15:30開演
※1日2回公演
会場：フラッグスタジオ
料金：一般1,000円｜小学生以下500円
(未就学児入場可)

演目：盆山（ぼんさん）

オペラアリアの夕べ
ソプラノvsトランペット

トランペット奏者の竹森健二氏率いる「Die 

Musikerische Boschaftes Kol-

legen」（ムジカリッシェ ボッシャフテス コ
レーゲン/音楽家の悪戯仲間）によるクラ
シック音楽のコンサートを開催します。
―
日時：6月17日(土)15:00開演
会場：フラッグスタジオ
料金：前売2,500円｜当日3,000円
(未就学児入場不可)

出演：竹森 健二(トランペット)、中原 加奈
(ソプラノ)、大山 宮和瑚(ピアノ)、二口 晴一
(ファゴット)

プログラム：トスカ『歌に生き愛に生き』、ボ
エーム『私の名前はミミ』、蝶々夫人『ある晴
れた日に』、魔笛より『夜の女王』、『パパゲー
ノとパパゲーナの二重唱』他

夏目知幸ソロ・ライブと
The Blendトーク2017

この春、大阪市此花区にオープンしたホテル
「The Blend Inn」のモデルを務めるシャム
キャッツのボーカル＆ギター夏目知幸による
ソロ・ライブと、The Blend Innと夏目知幸
を引き合わせたThe 光のTOKO、建築家の
島田陽、The Blend Innのディレクションを
担当する詩人の辺口芳典によるトーク・セッ
ションを開催します。
―
日時：6月24日（土）19:00開演
会場：フラッグスタジオ
料金：1,500円
ソロライブ：夏目知幸（シャムキャッツ）
トーク：TOKO、島田陽、辺口芳典
DJ：buffalomckee 

【関連写真展】 『Only Harfway』
日時：6月18日（日）ー25日（日）
会場：The Blend Inn

イ
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ヒ
ロ

www.enokojima.info/radio
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このページは、enocoのまわりで活動するみなさんに
１ページ提供し、活動を紹介してもらうページです。
今回は木津川に新しくできた遊歩空間の活用を考える
「トコトコダンダン」さんに活動を紹介してもらいました。

地域情報
ページ
area info

えのこじまだけで聴ける！
凸凹ラジオ（FM89.2）も放送中！
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